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      「自分で考え 行動する子」 「仲良くする子」 

 

９月に入り、天気は８月のような日差しではなくなり曇りや

雨などの日が多くなってきました。子どもたちが休み時間元

気に校庭で遊ぶ姿を見ていると、私たち教職員も元気が出て

きます。報道を見ていると新規感染者数は少しずつ減少して

いるように見えますが、絶対数では全く油断できない状況で

あると感じています。学校でも日々の消毒を含め引き続き感

染予防の取り組みを継続していきたいと考えております。ま

た、まだまだ残暑は厳しいため、熱中症予防にも留意してまい

ります。 

 

９月行事予定 

  今月より健康診断を開始いたします。 

  今まで新型コロナウイルス感染予防のため、実施できずにいた健康診断が、逗葉医師会、 

校医の先生方のご協力により今月より行います。健診項目によっては、１０月に引き続き実施します。 

 

 健診項目は次の通りです。 

全  学  年  視力検査・聴力検査・内科検診・眼科健診・歯科検診・尿検査 

    ２年・５年  耳鼻科健診 

 

  ※ 尿検査については、専門機関への提出となりますので提出日に忘れることない 

    ようお願いいたします。 

 

  ＳＣ来校 
   今月もスクールカウンセラーが来校します。相談のある方は、本校教頭にお問い合わせください。 

 

 

 

◆ ◆ 中学校への橋渡し ◆ ◆ 

今年度も小中連携町費教員が６年生の算数を担任と協力して指導いたします。本教員は本校で９月か

ら１０月初旬まで勤務し、来年度４月から７月まで葉山中学校１年生の数学を、中学校の担当教員と一

緒に指導する予定です。６年生の児童が中学に進学し、数学の時間に教室に本教諭が一緒にいて、分から

ない時や不安な時は質問できます。つまり子どもたちのことをよく知っている早川教諭がそばにいて、

指導することになります。これは、中一ギャップ解消の一助になればと、葉山町教育委員会が小中連携の

町費教員として配置しているものです。 

 休み時間には中学校生活について話を聞いてもらうこともできます。保護者の皆様にとっても、お子

様の中学校進学に対する不安が少しでも解消できればと思っております。 

 

 

 

 

 

葉山小だより 

４年生図工作品 



令和２年度 今後の学校行事、教育活動について 
 今年度の今後の学校行事を含めた教育活動については、前号の学校だよりで一部お知らせしいものも

ありますが、次のように計画しています。今後の新型コロナウイルスの感染状況によって変更がある場

合も考えられますが、ご理解くださるようお願いいたします。 

 

学年 学校行事・教育活動等 実施状況 

全校 運動会 

規模の縮小や内容を変更して実施予定 

【１・３・６年】 と【２・４・５年】 に分け２日間で実施

予定 

※ ご家庭からの参観は、世帯２名以内 

全校 秋の遠足 各学年徒歩による遠足（通常春実施していた遠足） 

各学年 バス遠足・社会見学 検討中 

全校 芸術鑑賞会 中止 

５年 米作り・餅つき 中止（稲刈り・脱穀にいては検討中 田んぼの見学は実施） 

４年～６年 クラブ活動 検討中 

５年・６年 委員会活動 内容を変更して実施 

各学年 
学習発表会 

音楽発表会 
検討中 

５年 キャンプ代替行事 学校を会場として実施予定 内容は未定 

６年 修学旅行代替行事 学校を会場として実施予定 内容は学年から連絡 

全校 冬季休業期間 
検討中（冬季休業期間が変更の場合、２学期終業式、３学期始

業式の期日も変更となる。） 

全校 授業参観・懇談 検討中 

２年 学区探検（社会） 検討中  （３年の学区探検中止 ４年施設見学検討中） 

６年 卒業式 
実施予定（現時点） 

他学年の参加、実施形態、保護者・来賓の参観は検討中 

全校 修了式 ３月２５日（木） 

全校 通知表「のびていく子」 １０月及び３月の年２回発行 

 

 

神奈川県教育委員会教育長からの「いのちを大切にするメッセージについて」を紹介します。 

児童のみなさんへ 夏休みが終わり、学校生活が始まりました。 

皆さんの中には、「休みが短かった」「遠くに行けなかった」「友だちと一緒にいる時間が少なかった」

など、新型コロナウイルスの影響で、いつもの夏休みのように「思い出づくり」ができなかったと感じて

いる人も多くいるのではないでしょうか。 

新型コロナウイルスは、未だ不明な点が多いウイルスと言われており、誰しもが不安を感じることと

思います。こうした中で、勉強のこと、友だちのこと、家族のことなど、いろいろと思い悩むこともある

でしょう。また、様々な変化の中で、ストレスがたまって、体や心に負担がかかることもあるでしょう。

そのような時には、一人で悩みを抱え込まずに、担任、養護教諭などの先生や、スクールカウンセラー、

家族など、周囲の人に相談してください。「ＳＮＳいじめ相談＠かながわ」や「24 時間子どもＳＯＳダ

イヤル」などの窓口に、相談することもできます。 

また、友だちから相談されて、自分ひとりでは支えきれないと感じる場合もあると思います。その時

は、信頼できる大人に相談してください。 

先生方をはじめ、周りの大人は、あなたたちの支えになりたいと心から思っています。辛い時、困った

時、一人で苦しまずに、ぜひ声をかけてください。 


